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本日は修了式、令和４年度の教育活動が概ね終了しました。コロナ禍の中、依

然として様々な制約はありましたが、学校行事をはじめ様々な教育活動が概ね

計画どおりに実施でき、生徒たちは充実した学校生活を送ることができました。 

そして、この１年間の学びを通して、生徒たちは多くの感動や喜び、達成感を

感じ、時には失敗や挫折も経験し、心も体も大きく成長することができました。  

４月からは学年も１つ上がり、最上級生又は中堅学年として本校を牽引して

いくことが期待されます。これまでの成果を生かし、春休みも充実した毎日を

送り、来年度につなげてほしいと考えております。 

◇令和４年度修了式校長式辞から 

本日の修了式の校長式辞の中で、以下の話をしましたので紹介します。 

【修了式校長式辞（抜粋）】 

今年１年を振り返ってみると、相変わらずのコロナ禍ではありましたが、様々な学校行

事をはじめ、多くの教育活動がほぼ予定どおり実施できました。昨年は実施できなかった

群竹祭や 2 年生のスキー宿泊学習も実施でき、充実した１年だったと思います。 

ただ、生徒の皆さん一人一人が自身の１年間を振り返ると、「もっとがんばればよかっ

た」、「何々をすればよかった」、「こっちを選んでおけばよかった」など、悔いが残ったと

振り返る人もいると思います。 

でも、悔いが残ることは決して悪いことではありません。皆さんには、無限の可能性が

あり、自らの力で、夢と希望に満ち溢れた未来を切り開くことができるのですから。 

仮に悔いが残らないのであれば、それは自分の可能性はここまでと諦め、その先の努力

を怠ることになる心配があります。一方、悔いが残るということは、自分にはもっと伸び

しろがあり、努力すれば、さらに成長できると自覚できているとも考えられます。その際、

悔いたことの具体的な内容は次の成長のための手立てとなるはずです。 

今年度１年間を振り返ると、悔いが残ったことはいろいろあったと思いますが、悔いが

残ることは生徒の皆さんがさらに成長できる証です。未来は自分自身でよりよい方向に

切り開くことができます。自分自身の無限の可能性を信じ、悔いたことも前向きに捉え、

それを次への目標に代えれば、輝かしい未来が拓けます。 

ところで、４月からは、原則マスク着用を求めないなど、新型コロナウイルス感染症対

策に大きな変化があります。ただこれは、コロナ禍前に戻るというものではありません。

この３年間のコロナ禍の経験から、アフターコロナの新しい学校生活が始まるというも

のです。 

今年度は生徒指導や生徒会担当の先生方のご指導の下、生徒会が主体となり、「学校生

活のきまり」が見直されましたが、これに限らず、今後の田沼東中がどうあるべきか、生

徒の皆さん一人一人が自分のこととしてしっかり考え、行動して、アフターコロナの新し

い田沼東中学校を築いてほしいと願っています。これが「生徒一人一人にとって明日が待

たれる学校」の姿であり、皆さんの夢や希望を具体的な目標として実現する舞台となるは

ずです。 

生徒の皆さんの来年度の飛躍を期待します。 



◇４月からは、マスク着用は求めません 

本日付け通知のとおり、文部科学省の「学校における新型コロナウイルス

感染症に関する衛生管理マニュアル」が改訂され、４月以降、学校教育活動に

おいては、児童生徒及び教職員に対して、マスクの着用を求めないことが基

本となりました。引き続き感染症対策には十分留意する必要がありますが、

やっとマスクなしの学校生活が戻ってくることになります。 

なお、発熱など普段と異なる症状がある場合には登校しないことの徹底と

登校時の健康状態の把握は引き続き求められていることから、保護者の皆様

には、４月以降も朝の健康観察（検温等）にご協力をお願いします。 

◇年度末、来年度当初の主な予定をお知らせします 

３月31日(金) 離任式 ※通常登校 

４月10日(月) 着任式・始業式 

４月11日(火) 入学式 

４月18日(火) 全国学力・学習状況調査(３年)、とちぎっ子学習状況調査(２年) 

４月28日(金) 授業参観、学級保護者会、PTA 総会、部活動保護者会 

5 月２日(月) 運動会・創立記念日 

5 月９日(火) PTA 常任委員会 

5 月20日(土)～22日(月) 修学旅行(３年) ※５月15日(月)、23日(火)は代休日 

5 月22日(月)～24日(水)  マイ・チャレンジ(２年) ※要弁当 

６月23日(火) 校外学習(１年) ※要弁当 

６月９日(金)・10日(土) 佐野市総合体育大会 ※要弁当 

◇各種大会及びコンクール入賞者を紹介します（敬称略） 

○佐野市卓球団体リーグ戦 女子卓球 団体 ２部優勝、３部優勝 

○第22回佐野市バレーボール協会長杯中学生大会女子１位グループトーナメント５位 

○第15回佐野市バレーボール協会長杯高校女子大会３位  ○○○○、○○○○ 出場 

○書初中央展 県入賞 ○○○○ 

○佐野市国際交流協会設立３０周年記念作品募集 作文 大賞 ○○○○ 

○第 12 回佐野市ファーストカップ 男子バスケットボール 準優勝 

最優秀選手賞 ○○○○、 優秀選手賞 ○○○○ 

御 礼 

保護者の皆様、地域の皆様には、本校教育活動の充実のために様々な場面で

ご支援、ご協力をいただき、深く感謝申し上げます。 

やっとコロナ禍の終息が見え、４月から通常の学校生活が戻ってくる見通し

となります。そこで、来年度も職員一同、本校生徒の健やかな成長を目指し、

アフターコロナを見据え、教育活動を充実させる所存です。 

引き続きご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。 

令和５年３月 24 日  田沼東中学校長 松島繁夫 



令和５年３月 24日 

保護者 様 

佐野市教育委員会教育長 津布久貞夫 

佐野市立田沼東中学校長 松島 繁夫 

4月１日からの学校生活における感染症対策について 

保護者の皆様には新型コロナウイルス感染症対策にご協力をいただき、深く感謝申し上げます。 

さて、このたび、文部科学省「学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル」

の改訂が行われました。 

つきましては、その内容を踏まえ、新学期以降は下記の対応といたしますのでよろしくお願いします。 

記 

１ マスク着用の考え方を見直します 

生徒及び教職員については、学校教育活動に当たって、マスク着用は求めないことを基本とします。 

なお、校外学習等において医療機関や高齢者施設等を訪問する場合など、マスクの着用が推奨され

る場面においては、生徒及び教職員についても、着用を求める場合があります。 

２ 感染リスクが比較的高い学習活動や部活動等における感染症対策について 

感染リスクが比較的高い学習活動や部活動等の活動を実施する場合もマスクの着用は求めず、一定

の感染症対策を講じて実施します。 

・気候上可能な限り、２方向の窓を同時に開けて、常時換気を行う。 

・CO2モニターで換気の状況を計測する。 

・十分な換気が確保できない場合はサーキュレータ等の補完的な措置を講じる。 

・対面形式となるグループワーク等は、少人数のグループで実施するとともに、大声での会話は控える。 

・一斉に大きな声で話す活動を行う場合は、近距離で向かい合っての発声は控える。 

３ 給食等の食事をとる場面における感染症対策について 

 以下の対策を講じ、食事中の会話を可能とします。 

・食事の前後の手洗いを徹底し、飛沫を飛ばさないように注意する。 

・適切な換気を確保し、大声での会話は控え、原則として机を向かい合わせにしない。 

・机を向かい合わせにする場合、対面の生徒の間に一定の距離を確保する。 

４ マスクの着用の有無による差別・偏見等がないよう適切に指導を行います 

基礎疾患があるなど様々な事情により、感染不安を抱き、マスクの着用を希望したり、健康上の理

由によりマスクを着用できない生徒もいたりすることなどから、学校や教職員がマスクの着脱を強い

ることはしません。また、生徒の間でもマスクの着用の有無による差別・偏見等がないよう適切に指

導を行います。 

加えて、新型コロナウイルス感染症に限らず、季節性インフルエンザ等も含め、感染症が流行して

いる場合などには、教職員がマスクを着用する又は生徒に着用を促すことも考えられますが、そうい

った場合においても、マスクの着用を強いることはありません。 

５ その他 

入学式については、全参加者（生徒、教職員、保護者、来賓）にマスク着用は求めないことになり

ました。 

６ お願い  

引き続き、朝の健康観察（検温等）にご協力をお願いします。また、発熱やのどの痛み、せき等の

普段と異なる症状がある場合には登校しないことの徹底をお願いします。 


